
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

ムゥ

コート

ステーシー

ゴシック

10歳

04　人形

14

煉獄

14
22　星空

71　うとうと

猫

父

母が子供の頃飼っていた猫は、とても律儀だったという話です。 おやつをあげたり、頭をなでたりした日の翌日は、必ず枕元にお礼をおいておくのです。 お礼と行っても、ネズミの死骸だったり、虫の死骸だったりと嬉しいことは何もないのですけれど。 ある日、母が近所のガキ大将と喧嘩をしました。 原因は些細な事だったのですけれど、次第にエスカレートしてしまい、どうにか先生が割って入って収まったという話でした。  次の日の朝、母の枕元に、そのガキ大将の首が置いてありました。

これは、父から昔聞いた話です。父は昔、友人と二人でドライブに行ったそうです。その日は、二人で夜の峠へ行きました。峠には先客が多く、カップルだったり、あるいは走り屋だったり、様々な人で溢れていました。父が一人でタバコに火をつけていると、友人が女性を二人連れて帰ってきました。友人がいうには、そこで出会って気が合ったので連れてきたとのことでした。折角だから送っていこうぜという話になって、父が運転席へ、女性のうちの一人が助手席へ、友人ともう一人が後部座席へ座りました。帰りは、何もない山道を下っていきました。少しばかり、スピードを出していたのでしょう。タイヤのきしむような音が車内にも響いていました。「次のカーブを、右へ」助手席の女性が突然言いました。「右？」「右。私、そこにいるの」父がハンドルを右に切ると、一瞬目に入ってきたのは歪んだガードレールでした。咄嗟の判断でブレーキを踏み、ハンドルを逆に大きく切ると、歪んだガードレールの端にぶつかって車は止まりました。「無事か？」と父が車の中を見渡すと、車内には誰もいませんでした。怖くなった父が慌てて車を動かそうとしたのですが、車はエンジンがかからず動くことが出来ません。仕方なく警察に電話をして、その日は車内で過ごしました。あとから警察から聞いた話ですが、崖の下には一台潰れた車があり、中から女性の死体が二つ見つかったそうです。そして、その車の屋根の上に覆いかぶさるように、友人の死体が乗っていたとの話でした。1 0 1

2 0 2

1 1 2

たからもの

ゴスイ

トーリ

レイラ

依存

保護

憧憬

保護

3

3

3

2

2

1

パーツとして所持。破壊で狂気点+1

ポジション

メインクラス

メインクラス

サブクラス

頭

頭

頭

頭

頭

頭

頭

頭

頭

腕

腕

腕

腕

胴

胴

胴

胴

脚

脚

脚

脚

脚

予知夢

ふらふら

蠢く悪夢

悦楽の夢

のうみそ

めだま

あご

よぶんなめ

闘いの夢

賑やかな夢

沢山のチューブ

サークレット

こぶし

うで

かた

せぼね

はらわた

はらわた

ほね

ほね

あし

もふもふしっぽ

アクション

ダメージ

ジャッジ

ダメージ

オート

オート

オート

アクション

ジャッジ

オート

オート

オート

オート

オート

アクション

ジャッジ

アクション

オート

アクション

オート

オート

オート

アクション

アクション

ジャッジ

オート

1

0

(効)

0

2

1

2

1

4

1

3

3

1

0～1

0～1

0～1

自身

0

0～1

0

0

自身

自身

自身

自身

0

対象が次に使う「アクション」のコストを-1（最低0）する。

ダメージに付随する効果全て（切断や連撃、全体攻撃など）を打ち消す。

コストの代わりに、あなたは任意の基本パーツを1つ損傷する。支援2か妨害2。

使用済みの「ラピッド」「ジャッジ」「ダメージ」のマニューバを1つ、再度使用可能にする。

2

1

肉弾攻撃１

支援2。

最大行動値+1。

最大行動値+1。

最大行動値+2。装備箇所にダメージを受けた際、あなたは任意の基本パーツ1つを追加で損傷しなくてはならない。

たからもの：綺麗なサークレット。

肉弾攻撃１

支援１

移動１

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

移動１

移動１

妨害１

最大行動値+1。
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